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東京教育大学鈴木清

学会が終ってホットひと息入れている.とこ、紀元前600年、ギリシヤのタレスが、形
ろでしよ弓。1年間の収漣にど'5やら満足し面上学という←今日の科学の種子をまいてか

ている人もある罰し､若干癖Lい気もちで反ら､2千数百年の間に数えきれないほど､学
省している人もあおかもしれません。学会で問の領域は分化してきました。1つの御或が、
の刺激から新しい誤題を見つけも意欲を齢や科学とLて独立寺るためには、独自の課題と：

して取り組んでいる人も少なi<'たいでしよ弓。方法とをも城けhぽならないといわれてぃ
学会は0,わば1年の決算報告的な意味をもます。何を目指L､Lどう解決寺るかで．す~。そ

っていますが、この「曲り角」は、まさにモミとで当然のことながら、教育心理学は、「教
の名の通り、その間での-塁嫁とL･ての役訓育」が当面している問題を､心理学の立場か

， ,雫｡

をもっているともいえましょう｡そこで､､学ら解明する学問だということになり､それに

会の終った時点で、そのあり方を検討しえみ二l巾

ることも無駄ではありますまい。

体育心理学はいうまでもなく亡

用部門でも教育心理学とは、きよ

ふさわしい活動をすべきだということをシン

ポジウムで癖忽Lた時期があります。
｡

心理学の応

弓だい分と:;､．

このことは、ど弓やら体育心理学の動きに

もいえそのな気がするのですがどうでしょう。

いっても;よいでしょう。いまわが国ゐ教育心‘."体育が、

理学は、心理学の諸領域の中でももつども多……=は何か、
■h．

くの研究者をかかえ、 学会も確立して

成果にも見るぺきものがあるよ
こまでには、

や, そのま しよ弓

体育心理学に解決を求めている問題

まずそこからよく考える必要があり

◎ 精密な、あるいは大型の機械を使賓

うですがもこっての研究はもちろん必要ですが、何を解決

いろいろの課題にぶつかり-、どしよ弓としているかという

弓いう方向をとるべきか、

こともあります0

ずい分論議された

､ 課題意識があい

まいでは、大きい発展は望めないと思います。

学問のためです。体育心理学の将来のため

応用心理学の中には入るが、単なる心理学にこの誼上でも大いに泡をとばしていただき
の応用ではない。学問としての独自性をうち たいものです。

出す必要があるという動きは、もつども本質

的な論点だったといってよいと思います。



る個体内変動の．重要性≠､ニツスキル学習にお

－その考え方と問題点一
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た三つのものを説明し、更に●スキルの層位発

展的な構造についてかなり詳細に言及Lた。
そしてるそこから得られた理鑛的枠組を基礎
にして系列的な短期記憶を含む一次元のトラ

ッキング動作の実験を行なった。ここでは、

特に行動変動の質的な側面から個体内の変動

を考察する○図1に示Lてあ巻資料は－次元

のトラッキングの学習段階に科ける動作の習
熟過程を表わしたものである｡帯．:この実験に参

：

加した樹験者は、‐ｵｰべてこの炎うな段階を経

図エー次元ドラツキンク学習齢ける
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て､ある拘泥水準まで到達したやであるが、

ここで大切なことは､ある個人やｽｷﾙ習得
過程にみられる層位的な構造の変化に注目す

ることである。図2のスキルの贈位的構造と
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■学会のシンポジウムでは、スキル学習にお

ける個体内変動の重謝生について、特に情報

鵠的な考察を行なった。しかし、研究対象の

穆雛さと発表時間の制紅さらに加えて私自

身の力不足もあって、はたしてどれだけのこ・

とが理解されたかは凝澗である。そこで、限

られた紙面ではあるが、学会で発表できなか

ったことがらについて若干補足しながら認琶

にたぃする垂本的な考え方と問題点を提示し

て会員諸氏の澱を誘発し:､､‘運動学習におけ
る個人差の蝿毛めky二宿α坊法論俄潅展
が得られることを望む次第です。

スキル学習は本来的に個体変動である。一

般に学習の領域では、個人差を組織的に研究、

するよりも､『誤差変数としてやっかいなもの

と考える傾向がある。このことは、個人差の

分類とも関係していることであるが、個人差

には､個体間の変動を対象にするいわゆる縦

と横の二つの研究法がある｡個体間の変動は、
ある人の態度とか、パーソナリティ特性等が

他の人のそれ等と如何に異っているかを問題

にするものである。この横D研究は、主とし

て、差異心理学者やパーソナリティの理瞼家

の仕事である。縦の研究では、時々刻を現わ

れる個体の行動の変動性を問題にする個体内
．J

震動であるが、これは学習過程と関係したも

のである。したがって、学習において個人差

|をやっかいなものと考えているのは個体間の

|変動をさすものと思弓｡しかし.実際には学
習事態において両者を相互連関的に考察する

必要がある。ともあれ、スキル学習では、本

質的には､変化と発達をとりあつかうので個

体内の変卿靭究の主対象となる。そこで、
禁会でば愛=ヱキルの性質として、a)受容器

一効果器の体制上お‘よび協応化音b)､くり返
し4曇習による行動変容、心）時間的系列に缶

、
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}キルの

劉掘さ

味深いものである。

学習段階1では恥r－
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r"""!!が関
‘奏し、被験者は時間、

域.空間的な系列で刺激

パターンに敏感にな

って、それらの刺激を議別するP,とが要求さ

れる｡第2段階では第'段階が発展した状態
と解され軸;､技験者は、との学習事態の連

続的な状況に準備するために現柱の刺激パタ
.－ンから時間的艇締外を行ない予測を必要と

,:守るよう噂になる｡第3の段階では､技能の習
熟段階の高いこ当を示す勤作の蕊ムーズさを

生じているが、これは､;蕊験者が、当面の学
。.‘｡稜のfJ為や過程が順序づ修られてぃ論といつ
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運動学習における個人差の研究と‘今後の問題点

日本大学藤田厚‘

個人差を問題にする場合そこには個人間者の方が非鍛練者よりもその振巾がはるかに
の変動(deviation)と個人内の変動(Oscill少いのである｡”

ation)とがあると考えられる。以上のような結果に基いて考えるとdeviatio

私が今まで知覚や認狗画レベルで鍛練効果nとOscillationの中にはその規定的要因と

を吟味してきた結果では、例えば、体位を測して同じものが含まれているにちがいない。

溌 蕊
人間の変動(deviation)力極めて少いのに対＝全体に関する広範な研究であろうが、これが
して非識者ではそれが大きいとい弓ことが…解決されなければde*iat:i6nを規走するもの
はっきりいえる。も可成り整理され、従来の"viationに関す

る遺伝や雲境の要因による.ものもはつきりず
両者の各体位における垂直方向の認知は下図るかもLれない。
のように各身体傾斜において、そのずれの上この会で上記の内容がOScillatiOnを規岸十

に著しい差異がある。るものは何かそしてそれを増巾してdeviatiO
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nにさせている要因は何か討論するための資
料になればと思弓。．

(身体と同方向のずれ
反対を

+1要するに正し

ーjぃ判断をなし
得る鍛練者で

は鴎cillati

onもdeviat

ionも少いの

に対して非鍛

練者について
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身体傾斜 練者について

は反対の傾向がある。このような傾向は垂直

方向の認知だけでなく、奥行の認知において

も知らえるのであり、これは脳波についての

べてみても2-blocking(主として体位変換時）

に上述のような傾向がめられる。すなわち、

鍛練者では倒立時のα波の振巾は非鍛練者よ

りも平均値、上ではるかに少いが、deviati

onについても、それから同じ倒立を繰り返

えすことによるOscillationについても鍛練


